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日常語で考える・

益 地 勝 志
生活科に限らず, 単元名というものは, むずかしい, 例えば, 学校たん

けんと言うと, 学校をたんけんさせればよいと思いがちである。

また, 漢字と日本語の関係も。教育をむずかしい ものにしている。

柳父章氏の文の中に, 次のようなのがある。落語に出てくるご隠居さん

は, よく熊さん, 八つぁんを相手に, 語源論をやっている。たとえば,「あ

のお, 『うわばみ』つてのは, どうして また『うわばみ』つてんですか」「そうだな, うわっても

のがあるな」「おどかしちゃいけません」「『うわ』つてものがあると思え。その『うわ』はな,

『ばみ』るんだ。『うわ』が『ばみ』る。 それで『うわばみ』だ」「へえー, わたしや,『うわ』つ

てものは『ばみ』らないものとぽっかり思ってました」このようなナンセンスなやりとりは,

日本語についての鋭い風刺であると思う。うわばみという言葉を文脈から切り離して考える習

慣がある。教育用語の中にも, このような例が多くある。主体的とよく言うが, 本当に子ども

が主体的になることではない。ある条件のもとで主体的になるのであって, 子どもが本当に主

体的に動き出すと, 困るのである。問題解決という言葉に課題と問題という言葉, 例えば, イ

モを植えようという課題が生まれると, 一人一人が苗をもらい, さあ植えようとすると, 一人

一人の経験の違いから, どんな植え方がよいのかと一人一人が問題を持ってくる。そのつみ重

ねが問題解決であるが, イモはどうして植えたらいいのだろう? と課題と問いに変えて, 子ど

もによびかけると, 一斉学習になり, 一人一人の問題にはならない。このほんの少しの気使い

で楽しい学習から, 楽しくない学習に転換してし まう。

生活科における, 学校たんけんという学習も,「幼稚園, 保育園と学校はどんなところが違っ

てい ますか, 似ているところはありますか? 」と問われる方が子ども達 は, 容易に, 学校たん

けんをすることが出来るのではないだろうか, と思うのである。時間の流れに沿って比較する

という口常考えている考え方で語りかける工夫をもっと, 生活科の中にとり入れてはどうだろ

うか。それは, 子どもの側に立った表現をするということである。

公園に行こうという単元についても, 学校での遊びと比べて考えさせては? もっと, 自由に

考え始めるのではないだろうか。研究会や, 口頃の授業の発言をテープにとってみると, よく

わかるのである。日頃語り合っている調子と違っているのに気付くはずである。

今, 生活科の授業にとって一番大切なことが, 教師一一人一人が自分の発言ぐせを直し, 日常

普通に語っている言葉で子どもに語りかけることだと思うのである。その基礎となるのは, 時

間の流れに沿った,比較の言葉をもとにしながら自然な語りかけをすることではないだろうか。
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